
第1072回　平成25年6月20日号

本日の出席率８２.９２％：会員数４１名・出席３２名・欠席７名・出席規定免除会員（２）２名・ビジター １名

前々回の修正出席率１００％：出席２９名・メークアップ１０名・出席規定免除会員（２）１名

　皆さんこんにちは。 ６月１５～１６

日中央会のコンペに参加いたしま

した。 今年度、 最後のゴルフの会

ということで、 数年ぶりの遠征ゴル

フコンペとなりました。 武雄温泉、

京都屋というホテルに宿泊し、 武

雄嬉野ゴルクラブで２日間開催さ

れました。 久しぶりの温泉にゆっく

りとつかることができ、 リラックスできたと思います。 お世話を頂

きました、 田雑会員・ 南部会員有難うございました。 しかし、 私

には二日連続でのゴルフは無理だと思いました。 １００を切るか

切らないかの所までゴルフの腕が戻ってきていると信じておりま

したが、 結果は前日１０３、 翌日は１１８しばらくコンペには出ては

いけないスコアだと自信を失いました。 年末にありますテレビ番

組で格付けチェックというものがありますが 「映る価値なし」 とい

う分類に入ることは火を見るより明らかです。 また取り切り戦の優

勝者は、昨年と同じ方でした。 取り切り戦では会長賞のトロフィー

を渡しますが、 去年のトロフィーに今年の名札だけをはれば、 コ

ストもかからず置く場所にもこまらず、 相当エコになったのではな

いかと思いました。

　ダンシャリという言葉をご存知ですか？生活スタイルをスリム化

する。 整理整頓により必要でないものを徹底的に省くという意味

だそうです。 もったいないからと取っておく、 いつかいる時が来

るだろうと取っておく、 取っておいたものはいつまでたっても使

用する機会がない。 とっておいたものがたまりにたまる、 収納庫

に入らなくなり部屋が散らかってしまう。 収納スペースが足らなく

なる。 そうゆう経験がある方が多いと思います。 思いきって捨て

る勇気、 意外と自分の周りには、 もったいないと残している必要

でないものが案外多い物です。 そんなものを選別して捨てると

意外と部屋は広くなります。 整理されないよう、 ダンシャリの対

象に 「自分自身」 が入らないように、 これからは気をつけようと

思いました。

　本日は通常例会最後の挨拶です。 一年間ありがとうございまし

た。

　　佐世保南ロータリークラブ　　　　　　松本　一盛様

八重野一洋 ２０１１～２０１２年度幹事
　７月５日 ( 金） １８時３０分よりセントラルホテル２Ｆ西海の間に

おきまして、 歴代会長 ・ 幹事会 （四元会長 ・ 前田幹事お疲れ

様会 ・ 西村会長 ・ 野村幹事の船出を祝う会） を開催致します。

本日改めてＦＡＸにてご案内致します。

田雑豪裕 中央会会長
　６月１６日、 本年度最後の中央会コンペを武雄嬉野ゴルフクラ

ブで行いました。 優勝は香月会員、 取り切り戦は田代会員でし

た。 次年度の中央会会長は牛島会員に決定しましたので、 宜

しくお願いします。 一年間、 ご協力ありがとうございました。

 １．例会変更
　    ありません。

２．来　　信
    ・ガバナー事務所
　　規定審議会報告書、 立法案反対表明書式

・次年度ガバナー事務所
　①米山記念奨学委員長セミナー開催のご案内

　　 日時　７月　７日(日） １４時開会

　　 場所　佐世保市労働福祉センター

　②クラブ奉仕 ・ 会員増強セミナー開催のご案内

　　 日時　７月１４日(日） １２時３０分開会 ・ 点鐘

　　 場所　武雄センチュリーホテル

　

３．伝達・通知
       特にありません。
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　６月　３日　井上　　亮・和子　ご夫妻
　６月１１日　糸瀬　　新・弘美　ご夫妻

坂井智照 クラブ奉仕委員長
　昨年度の活動計画では、 五大奉仕の

第一部門であるクラブ奉仕委員会は、 ク

ラブ運営の要であることを認識することを

重要視しました。 その結果「管理委員会」

「会報・出席委員会」 「親睦活動委員会」

「SAA」 それぞれの連携を意識的に強化

できたと思います。 皆様のご協力に感謝申し上げます。

馬場貴博 出席・会報委員長　

　本年度の会報出席委員会は前年度作

成されたフォーマットをそのまま引継ぎし

たことで、 委員会メンバーの作業負担を

軽減できたのではないかと思います。 構

成も見易く、 掲載内容も適量ではなかっ

たかと思います。 本年１年間、 ご協力頂きました委員会メンバー

並びに会員の皆様に感謝申し上げます、ありがとうございました。

山瀧正久 ＳＡＡ　

　本年度ＳＡＡは、 会場監督として例会

場の秩序を保つために、 あらゆる権限を

持つ役職であることを認識し、 スムーズな

会の運営に努めてきました。

具体的な取り組目標     

　○毎回２名の担当者 （正 ・ 副） で運営を行う。  

　○第１週は、 開会時に国家とロータリーソング斉唱を行う。 

　　 第２ ・３ ・ ４ ・５週は、 ロータリーソング斉唱を行う。  

　○年２回ロータリー綱領唱和を行う。 （前期７月と後期１月） 

　○週の担当者は、 開始３０分前をめどに会場入りして、 例会　

　　 内容の確認を行う。     

  ○役割を認識するために、ＳＡＡのタスキをかけることを徹底す  

　　 る。       

　○特に私語をつつしみ、 例会場の秩序を守るため、 各テーブ

　　 ルにメモ等を設置し、 必要に応じて各テーブルに着席もしく

　　 は立って会場監督を行う。    

      

※メンバーは、 以上の目標と役割を認識し、 １年間を通じてそ

の任を果たし得たものと感謝いたしております。 これも会員皆様

の協力があったことに重ねて感謝申し上げます。  

※週の当番にあっては、 正副の連携がスムーズにできました。

（時には、 強力なピンチヒッターが登場）   

   ■  第１２回クラブ協議会 ■　 

佐世保南ロータリークラブ　松本一盛様
鶴田さん、 先日はお疲れ様でした。 ニコニコしに参りました。 　

お世話になります。

四元清安会長、大久保厚司副会長、前田眞澄幹事
いよいよ本日をもって通常例会スタイルとしての例会は本年度は

最終となります。 役員・ 理事の皆様はもとより会員の皆様のおさ

さえ、 本当にありがとうございました。 来週は新旧会長・副会長・

幹事交代式です。 最後まで気を緩まず務めさせて頂きます。

鶴田明敏君
佐世保南ロータリークラブ、 福石観音社長、 松本一盛様の

ご来訪を歓迎致します。 ８月８日からのお祭りには潮見小の

児童を引率して行きます。

橋口佳周君
所用により早退します。 雨がひどく降っています。 すり減った

タイヤは危険です。 早めの交換をおすすめします。

田端茂君
最後の会長挨拶、 幹事報告を聞きに来ました。 尚、 本日は

早退します。

田代博之君
日曜日の中央会でなんと取り切り戦で優勝をしてしまいまし

た。 それに馬もとりましたので、 ニコニコさせてもらいます。

井上亮君
結婚記念日の花、 ありがとうございます。

崎山信幸君
本日はクラブ協議会で、 私も社会奉仕委員長として事業活

動報告をしなければならない立場ですが、 あいにく６月議会

中の為、 出席がかないません。 事業報告は優秀な岡副委

員長にお任せを致しますこと、ご理解をお願い致します。 尚、

本日午後３時過ぎより私が一般質問を行います。 お時間が

許される方は傍聴に来て頂ければ幸いです。 今回の私の質

問内容は、 「防災行政無線について」 と 「ＰＭ２． ５の注意

喚起等にかかる対応について」 と 「佐世保市ＬＥＤ防犯灯設

本日の合計　　　　   14,000 円

本年度の累計　　　882,000 円
昭和２５年　６月　５日　田端　茂君

置補助金について」 の３項目です。 宜しくお願い致します。
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※当番が負担にならなかったのは、 音響についてセントラルホ

　テルのスタッフの協力があったことに感謝を申し上げます。 

※委員会の中でも、 特に連携が必要であった親睦活動委員会

の皆さに感謝を申し上げます。    

       

１年間ＳＡＡを担当させていただきました全員で感謝を申し上げ

ます。

池永隆司 親睦活動委員長
　今年度はすべての事業を二人一組で

担当を決め、 担当者のリーダーシップの

もと委員会及び担当会を行い、 事業に取

り組んでいきました。 そして、 委員会を多

数行うことにより委員会内の親睦も図ること

ができ、 又事業も円滑に出来たのではないかと思います。 そし

て会員の皆様の一年間のご協力に感謝致します。

溝上純一郎 職業奉仕副委員長　

　本年度、 職業奉仕委員会は、 川崎委

員長の年度中に退会という予期せぬ出来

事がありましたが、 委員会メンバー及び

会員の皆様の協力により無事、 当初の事

業を遂行できました。 皆様のご助力に感

謝いたします。

　

　今年度の事業としては。 １１月８日に、 恒例の社員招待映画例

会を実施いたしました。 牛島会員の協力のもとフランス映画 「最

強のふたり」 を鑑賞いたしました。 又、 ５月２３日、 職場訪問例

会では海上自衛隊、 ヘリコプター搭載護衛艦 「いせ」 を海上自

衛隊、 佐世保地方総監部の協力で見学　そして昼食にカレー

ライスをいただきました。 海上自衛隊、 最大級の護衛艦に接す

ることにより隊員の皆様が日頃の訓練等で紛争　災害時に大き

な役割を果たせる事を学べました。

岡光正 社会奉仕副委員長 

　本年度の活動は、 ロータリー財団地区

補助金事業として、 長崎県立佐世保特

別支援学校児童と養護施設入所老人と

の交流プロジェクトを柱に、 東日本大震

災復旧・ 復興支援チャリティーバザーの

開催と充実した委員会活動を致しました。

　交流プロジェクトにおいては、 昨年１２月１日 （土） 介護老人

保健施設 「サン」、 並びに６月８日 （土） ケアハウス 「あかりさき」

において計２回事業を展開致しました。 長崎県立佐世保特別

支援学校の子ども達が、 活動を通じて自信または、 積極的自

立心に繋がったものと思います。 介護施設を利用されています

ご老人に対しましては、 障がい児童の歌 ・ 和太鼓や、 佐世保

中央ロータリークラブ会員夫人 「コスモス」 によるコーラスとの交

流を図り、 ご老人の皆様方の 「励まし」 となったことと確信を致

します。

　また、東日本大震災から１年半を経過した昨年１１月２４日 （土）

チャリティーバザーを開催いたしました。 収益金１０万円を東日

本大震災復旧・ 復興支援を目的として寄与することができまし

た。 現地においては、 厳しい状況の中、 少しでもお役に立てる

ことを期待致します。 最後に、 交流プロジェクトにおいては、 継

続事業として次年度も行われる事は喜ばしく、 更なる事業の発

展を祈念を致します。 本年度、 社会奉仕委員会にご協力を頂

きました会員の皆様方にお礼申し上げまして活動報告と致しま

す。

野村和義 新世代委員長
　今年度の新世代奉仕委員会の事業は、

社会奉仕委員会との共同事業で特別支

援学校児童と養護施設入居老人との交

流プロジェクトの支援と RYLA への参加を

行いました。 RYLA では、 当クラブ会員

の山瀧さんの会社従業員さんに参加してもらい佐賀北山少年自

然の家で１泊２日の日程で参加しました。 本年度の反省点は委

員会開催が少なかった事で委員会メンバーに十分委員会活動

を行っていただけなかった事です。 １年間ありがとうございまし

た。

井上亮 国際奉仕副委員長　

　国際奉仕委員会は、 国際交流委員会

やロータリー財団・ 米山奨学委員会と連

絡を取り合いながら、 一年の行事を終え

ることが出来ました。 活動として１０月の釜

山蓮山ロータリークラブの来訪において

は、 創立２２周年記念式典も含めて、 二泊三日の日程をお世話

する事になったので、 釜山蓮山ロータリークラブの会員、 ご家

族の皆様が喜ばれるようなスケジュール、 企画を組みました。

先方からのはっきりとした参加人数がぎりぎりまで分からなかった

事で調整に手がかかりました。 以上、 無事事業がスムーズに出

来たことに対しまして、 国際奉仕委員会の皆様、 中央ロータリー

クラブの皆様のお力添えを感謝申し上げます。 一年間ありがとう

ございました。

宮崎正典 国際交流委員長
　本年度、 国際交流委員会としては、 １０

月の創立２２周年記念式典出席の為の釜

山蓮山ロータリークラブ公式来訪と４月の

釜山蓮山ロータリークラブ創立２２周年記

念式典公式訪問の２事業を担当させて頂

きました。 どちらの事業もメンバーの皆様のご支援のお陰で滞り

なく事業を遂行することが出来たと思います。 今後の釜山蓮山

ロータリークラブとの付き合いですが、 これまで通りある一定の

距離を保ち、 付かず離れずがお互いに無理のない交流が出来

るのではないかと思います。

　最後に委員会運営ですが、 事業以外の目立った活動は出来

ませんでした。 せめて月一回でも交流を行っていれば円滑な運

営が出来たのではと存じます。 そして年頭初より企画しておりま

した、 ソウルへの事前訪問が所用のため行うことが出来なかった

ことが残念です。 今後、 このような機会がありましたら、 事業だ 
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ＳＡＡ：指山康二君

次回例会／６月２７日１８：３０～

次回献立／会長・副会長・幹事交代式　円卓料理

けではなく普段の交流を促進出来るような委員会運営を行いた

いと存じます。 一年間ありがとうございました

南部建 ロータリー財団・米山奨学委員 

　１０月２５日、 第４回クラブ協議会におい

て 「佐世保中央ロータリークラブ基金会」

についての説明をさせて頂きました。 　

近年は地区から、 米山奨学会普通寄付

は会員平均１６， ０００円の要請が来てい

ます。 当クラブは４０人として年間寄付が

５６０， ０００円。 すなわち、 クラブから５～６名の米山功労者を目

指すことについて、 来年は十分に協議が必要と考えます。

１１月の卓話にて、 米山奨学生 張 金玥さん （中国　ホストクラブ

神崎 RC） を招き、 留学生活やロータリー米山奨学金の有り難さ

などについて話していただきました。    

      　

　その他、 地区の委員会に３度参加させて頂きました。 他クラブ

の財団・米山に対する現況報告を聞き感じたのは、 金額 （寄付）

も大切ですがやはり留学生がどのような留学生活をしているのか

等を身近で感じ取る事から始めなければならないと言うことでし

た。       
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